
 

 

  

            ３２ 

 

 

 

 

 

障
し ょ う

害
が い

者
し ゃ

の自
じ

立
り つ

生
せ い

活
か つ

情
じ ょ う

報
ほ う

                 Ｎ
ナ ン

o
バー

.６３ 

（２０１９年
ねん

１１月
がつ

号
ごう

） 

 

 

 

 

――――― 自
じ

 立
り つ

 へ  の  道
み ち

 案
あ ん

 内
な い

 ――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回
こんかい

の「わたし流
りゅう

障害
しょうがい

受容
じゅよう

」のコーナーでインタビューにご協 力
きょうりょく

いただいた藤原
ふじわら

勝也
か つ や

さんです。 
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第
だい

10回
かい

 

このコーナーでは毎回
まいかい

、重度
じゅうど

の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

にスポットを当
あ

てて、障害
しょうがい

受容
じゅよう

について考
かんが

えてみようと思
おも

います。インタビューでは、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

を受
う

け入
い

れ、自立
じ り つ

するまでの過程
か て い

において、どのような心
こころ

の動
うご

きがあったのか、それは、何
なん

らかの影響
えいきょう

によるものだったのかなど、自身
じ し ん

の経験
けいけん

を自由
じ ゆ う

に語
かた

っていただ

きます。その中
なか

から、みなさんそれぞれの障害
しょうがい

受容
じゅよう

のかたちを、探
さぐ

り出
だ

すことができればと考
かんが

えてい

ます。今回
こんかい

は、兵庫県
ひょうごけん

西宮市
にしのみやし

にあるＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

メインストリーム協会
きょうかい

副代表
ふくだいひょう

の藤原
ふじわら

勝也
か つ や

さんにインタ

ビューさせていただきました。 

 

 

～プロフィール～  

名
な

 前
まえ

：藤原
ふじわら

 勝也
か つ や

 

年
ねん

 齢
れい

：39歳
さい

 

障害
しょうがい

名
めい

：筋
きん

ジストロフィー（ディシェンヌ型
がた

） 

所
しょ

 属
ぞく

： N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

メインストリーム協会
きょうかい

 

趣
しゅ

 味
み

：スポーツ観戦
かんせん

（テニスを家
いえ

で観
み

る） 烏
うー

龍
ろん

茶
ちゃ

の飲
の

み比
くら

べ 

 

～もう歩
ある

かなくていい！～ 

山下
やました

：今回
こんかい

の障害
しょうがい

受容
じゅよう

のコーナーでは、メイン

ストリーム協会
きょうかい

の藤原
ふじわら

勝也
か つ や

さんにお話
はなし

を

お伺
うかが

いしたいと思
おも

います。よろしくお願
ねが

い

いたします。 

藤原
ふじわら

：よろしくお願
ねが

いいたします。 

山下
やました

：出身
しゅっしん

は、どちらですか？ 

藤原
ふじわら

：兵庫県
ひょうごけん

丹波市
た ん ば し

の田舎
い な か

で産
う

まれて、3人
にん

兄弟
きょうだい

がいるんですけど、僕
ぼく

が長男
ちょうなん

です。僕
ぼく

の

障害
しょうがい

は筋
きん

ジストロフィー（以下
い か

：筋
きん

ジス）

のディシェンヌ型
がた

で 弟
おとうと

2人
り

とも筋
きん

ジスで

す。 

山下
やました

：藤原
ふじわら

さんが自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

を意識
い し き

し始
はじ

めたの

はいつぐらいですか？ 

藤原
ふじわら

：僕
ぼく

が障害
しょうがい

のことを知
し

ったのは小学校
しょうがっこう

高学年
こうがくねん

やったけど、親
おや

は 5歳
さい

の時
とき

に病院
びょういん

で

筋
きん

ジスと判
わか

ったらしいです。その時点
じ て ん

では

この病気
びょうき

の原因
げんいん

もわかってなくて。どうし

て、周
まわ

りの子
こ

どもと自分
じ ぶ ん

は違
ちが

うねんとか、走
はし

られへんしジャンプできへんしと思
おも

ってて、

こういう場合
ば あ い

の病気
びょうき

だから僕
ぼく

はできへんね

んなってある意味
い み

、自分
じ ぶ ん

が周
まわ

りの子
こ

と違
ちが

う

っていうことが分
わ

かったっていう感
かん

じです。

ショックはなかったです。 

山下
やました

：親御
お や ご

さんは、どんな気
き

持
も

ちだったと思
おも

いま

すか？そういう話
はなし

しますか？ 

藤原
ふじわら

：親
おや

はショック受
う

けていたと思
おも

います。平均
へいきん

寿命
じゅみょう

が 20歳
さい

といわれていた時代
じ だ い

やったか



ら。親
おや

もショック受
う

けてたと思
おも

うんです。

だから、障害
しょうがい

が判
わか

った途端
と た ん

にやさしくな

りました。 

山下
やました

：日
ひ

ごろ、両親
りょうしん

は厳
きび

しい方
かた

なんですか？ 

藤原
ふじわら

：そうですね。僕
ぼく

が「やりたい！」と言
い

って

も「アカン！」とよく怒
おこ

られたりしてたの

に、急
きゅう

に「好
す

きなものを食
た

べる？」とか休
やす

みの日
ひ

に遊園地
ゆ う えん ち

に連
つ

れて行
い

ってくれたり

して「なんやろう？」と思
おも

った記憶
き お く

があり

ます。 

山下
やました

：急
きゅう

にコロッと変
か

わると変
へん

に思
おも

いますよね。

それでは、学校
がっこう

生活
せいかつ

のことを教
おし

えてくださ

い。学校
がっこう

には自分
じ ぶ ん

で通
かよ

っていたんですか？ 

藤原
ふじわら

：小学校
しょうがっこう

は僕
ぼく

の家
いえ

から 3 キロぐらいにあっ

て、1年
ねん

生
せい

から 3年
ねん

生
せい

までは歩
ある

いて通
かよ

って

いました。 

山下
やました

：子
こ

どもの足
あし

で毎日
まいにち

3 キロはきついですね。 

藤原
ふじわら

：そうですね。おばあちゃんが送
おく

り迎
むか

えを手
て

伝
つだ

ってくれていました。イヤや言
い

うても無
む

理
り

やり手
て

を引
ひ

っ張
ぱ

られて歩
ある

かされて、雪
ゆき

道
みち

とか辛
つら

かったです。小学校
しょうがっこう

4年
ねん

生
せい

の時
とき

に車
くるま

いすに乗
の

るようになって楽
らく

になりました。

歩
ある

けなくなる直前
ちょくぜん

まで、よく転倒
てんとう

して膝
ひざ

と

か足首
あしくび

の怪我
け が

ばっかりしていました。怪我
け が

も大変
たいへん

だったし歩
ある

くことが苦痛
く つ う

でした。で

も車
くるま

いすに乗
の

ったらその心配
しんぱい

がなくなっ

たのでショックよりも体
からだ

が楽
らく

になりまし

た。もう歩
ある

かんでいいってことに安心
あんしん

しま

した。 

山下
やました

：車
くるま

いすで行動
こうどう

するようになって教室
きょうしつ

への

移動
い ど う

はどうしてたんですか？当時
と う じ

は、まだ

エレベータがなかった時代
じ だ い

だと思
おも

うんで

すが。 

藤原
ふじわら

：先生
せんせい

に抱
かか

えてもらって移動
い ど う

していました。 

山下
やました

：障害
しょうがい

が進行
しんこう

していく不安
ふ あ ん

はなかったです

か？ 

藤原
ふじわら

：親
おや

や周
まわ

りの人
ひと

に介助
かいじょ

してもらわないと生活
せいかつ

できなくなったから、この病気
びょうき

の人
ひと

が将来
しょうらい

どんな風
ふう

になるのかな、いずれは病院
びょういん

に

入院
にゅういん

することになるんかなぁということ

は想像
そうぞう

しました。それを親
おや

に言
い

った時
とき

に

「自分
じ ぶ ん

で行
い

きたくないと思
おも

ってても行
い

かざ

るを得
え

ないことがある。」と言
い

われて、それ

には反発
はんぱつ

しました。大人
お と な

の世界
せ か い

ってなんや

ねん！と思
おも

いました。反抗期
は ん こう き

の時期
じ き

やった

から、「何
なに

がしゃあないねん！そんなんおか

しいやろ！」と親
おや

と喧嘩
け ん か

しました。 

 

 

 

～自分
じ ぶ ん

から進
すす

んで勉強
べんきょう

しようと思
おも

った～ 

山下
やました

：事前
じ ぜ ん

にプロフィールを読
よ

ませていただいた

んですが、藤原
ふじわら

さんは普通
ふ つ う

高校
こうこう

や大学
だいがく

にも

通
かよ

ってすごい勉強
べんきょう

しているなと思
おも

ったん

ですが、それは親
おや

の影響
えいきょう

ですか？それとも

自分
じ ぶ ん

が勉強
べんきょう

したいからしてたんですか？ 

藤原
ふじわら

：自分
じ ぶ ん

が勉強
べんきょう

したいから行
い

きました。もう

病院
びょういん

に行
い

きたくなかったし、障害者
しょうがいしゃ

が

仕事
し ご と

するっていうのは普通
ふ つ う

、無理
む り

やから

勉強
べんきょう

しまくって将来
しょうらい

資格
し か く

を取
と

れば障害
しょうがい

があっても働
はたら

けるんちゃうかなって思
おも

っ

たので勉強
べんきょう

しました。親
おや

には「身体
か ら だ

にハン

こどもの日
ひ

に祖父
そ ふ

と 3兄弟
きょうだい

 

（1番
ばん

左
ひだり

が勝也
か つ や

さん） 



デがあるんやからせめて勉強
べんきょう

では勝
か

たな

あかんよ。」と言
い

われました。 

山下
やました

：僕
ぼく

の親
おや

は勉強
べんきょう

せえとは言
い

わなかったけど、

「頭
あたま

で勝負
しょうぶ

せえ。」と言
い

われるねん。とい

うことを周
まわ

りからよく聞
き

きます。 

藤原
ふじわら

：自分
じ ぶ ん

の覚悟
か く ご

と親
おや

に言
い

われたのが合
あ

わさって

中学
ちゅうがく

の途中
とちゅう

から勉強
べんきょう

をたくさんしてま

した。 

山下
やました

：学生
がくせい

時代
じ だ い

に嫌
いや

な思
おも

いをした経験
けいけん

はあります

か？ 

藤原
ふじわら

：高校
こうこう

入学
にゅうがく

を希望
き ぼ う

した時
とき

ですね。「障害
しょうがい

が

あるのに無理
む り

に行
い

く必要
ひつよう

はない。」とか

「養護
よ う ご

学校
がっこう

行
い

った方
ほう

がいい。」という声
こえ

も上
あ

がりましたね。かと思
おも

えば「地元
じ も と

の普
ふ

通
つう

高校
こうこう

に行
い

くべきやろ。」と言
い

う先生
せんせい

もいたし、

先生
せんせい

によって言
い

うことがバラバラでした。 

山下
やました

：その時
とき

はどんな気
き

持
も

ちでしたか？ 

藤原
ふじわら

：障害
しょうがい

がない子
こ

は普通
ふ つ う

に学校
がっこう

へ行
い

っている

のに、なんで僕
ぼく

だけ養護
よ う ご

学校
がっこう

へ行
い

かなアカ

ンねんと思
おも

ったんです。それで、最後
さ い ご

まで僕
ぼく

は養護
よ う ご

学校
がっこう

はイヤって言
い

い切
き

りました。親
おや

も養護
よ う ご

学校
がっこう

の方
ほう

が良
い

いやろうとは言
い

わなか

ったんです。 

山下
やました

：藤原
ふじわら

さんの気
き

持
も

ちを尊重
そんちょう

してくれてたん

ですね。 

藤原
ふじわら

：見学
けんがく

に行
い

った養護
よ う ご

学
がっ

校
こう

は、筋
きん

ジス病棟
びょうとう

の横
よこ

にあって、ここに通
かよ

うということは、病院
びょういん

に入院
にゅういん

して病室
びょうしつ

から通
かよ

うことになるねん

な、僕
ぼく

はもう二度
に ど

と社会
しゃかい

に出
で

れないんじゃ

ないかと思
おも

いました。 

山下
やました

：高校
こうこう

の設備
せ つ び

は整
ととの

ってたんですか？ 

藤原
ふじわら

：エレベーターはなかったけど階段
かいだん

昇降機
しょうこうき

や

スロープは設置
せ っ ち

されていましたね。車
くるま

いす

トイレもありました。学校
がっこう

も親
おや

が付
つ

いて来
こ

なくていいように高校
こうこう

の先生
せんせい

が交代
こうたい

交代
ごうたい

で

僕
ぼく

の付
つ

き添
そ

いをしてくれる体制
たいせい

を作
つく

ってく

れました。 

山下
やました

：理解
り か い

のある学校
がっこう

ですね。 

藤原
ふじわら

：当時
と う じ

としては理解
り か い

はあった方
ほう

だと思
おも

います。

だけどもその配慮
はいりょ

がいきすぎて先生
せんせい

が回
まわ

り

に居
い

る状態
じょうたい

やから同級生
どうきゅうせい

が近
ちか

づいてこな

いんです。 

山下
やました

：僕
ぼく

も小
しょう

、中学校
ちゅうがっこう

は普
ふ

通
つう

学校
がっこう

に行
い

ってたん

ですが、介助員
かいじょいん

さんが付
つ

き添
そ

ってくれてい

ました。だから、藤原
ふじわら

さんと同
おな

じで同級生
どうきゅうせい

が近
ちか

寄
よ

ってきてくれなかったし、僕
ぼく

からも

近
ちか

寄
よ

って行
い

けませんでした。 

藤原
ふじわら

：守
まも

られすぎも良
よ

くないですよね。 

山下
やました

：自由
じ ゆ う

がないですからね。本当
ほんとう

に良
よ

くないと

思
おも

います。 

 

 

～障害
しょうがい

を受容
じゅよう

したのは飛行機
ひ こ う き

の中
なか

～ 

山下
やました

：今
いま

までは、学生
がくせい

時代
じ だ い

のことをお伺
うかが

いして

きましたが、メインストリームと出
で

会
あ

うの

は、いつごろですか？ 

藤原
ふじわら

：大学
だいがく

入学
にゅうがく

と同時
ど う じ

に重度
じゅうど

障害
しょうがい

を支援
し え ん

してい

るボランティア団体
だんたい

ないんかなと探
さが

して

いて、いろんな関係
かんけい

機関
き か ん

に電話
で ん わ

したり人
ひと

に

聞
き

いたりしてそれで見
み

つけたのがメイン

ストリーム協会
きょうかい

でした。 

山下
やました

：大学
だいがく

の授業
じゅぎょう

や登
とう

下校
げ こ う

はどうしてたんです

学生
がくせい

時代
じ だ い

の藤原
ふじわら

さん 



か？ 

藤原
ふじわら

：登
とう

下校
げ こ う

の時
とき

と昼
ひる

の 12時
じ

までは自分
じ ぶ ん

が契
けい

約
やく

しているヘルパーが来
き

てくれていました。  

親
おや

の送
おく

り迎
むか

えで大学
だいがく

行
い

くのは無理
む り

やから

メインストリームに相談
そうだん

してメインスト

リームの介護
か い ご

サービスを受
う

けることにな

りました。メインストリーム協会
きょうかい

のこと

は知
し

っていたけど、大学
だいがく

行
い

ければいいと思
おも

ってただけやから、自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターがど

んなところか正直
しょうじき

興味
きょうみ

がなかったんです。

ＩＬＰ
あいえるぴー

（自立
じ り つ

生活
せいかつ

プログラム）を受
う

けずに

一人暮
ひ と り ぐ

らしをしました。 

山下
やました

：一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを始
はじ

めたのは、メインストリー

ムに関
かか

わりだしてからですか？ 

藤原
ふじわら

：はい。そうです。一人
ひ と り

暮
ぐ

らしして 2年
ねん

後
ご

に

アメリカへ海外
かいがい

旅行
りょこう

に行
い

ったんですよ。 

山下
やました

：どうして、アメリカを選
えら

んだんですか？ 

藤原
ふじわら

：海外
かいがい

といったらアメリカやと思
おも

っていきま

した。障害
しょうがい

を受容
じゅよう

したのはサンフランシス

コに向
む

かう飛行機
ひ こ う き

の中
なか

でしたね。無理
む り

やと

思
おも

ってたけど必要
ひつよう

な介助者
かいじょしゃ

のサポートとか

受
う

けていければ、重
おも

い障害
しょうがい

があっても自分
じ ぶ ん

のやりたいことをやれるんだとしみじみと

感
かん

じました。それでこの生活
せいかつ

をしてよかっ

たと思
おも

いましたね。小
ちい

さい頃
ころ

から外国
がいこく

に行
い

くのは夢
ゆめ

やったから、だから諦
あきら

めていたも

のが実現
じつげん

したから障害
しょうがい

があるから僕
ぼく

はで

きないなと思
おも

っていたのに障害
しょうがい

があって

も必要
ひつよう

な支援
し え ん

があればやりたいことがやれ

るんだ、それが大
おお

きかったですね。歩
ある

きた

いというそういう思
おも

いもよりもやりたいこ

とをやれる方
ほう

が大事
だ い じ

じゃないかと思
おも

いまし

たね。メインストリームと出
で

会
あ

って色
いろ

々
いろ

や

ってきたことが障害
しょうがい

を受
う

け入
い

れるきっか

けになりました。それから、障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

に

興味
きょうみ

を持
も

ち始
はじ

めました。それで、ＴＲＹ
と ら い

に

も参加
さ ん か

しました。 

山下
やました

：ＴＲＹ
と ら い

ではどんな活動
かつどう

をしていましたか？ 

藤原
ふじわら

：ＴＲＹ
と ら い

のことを全然
ぜんぜん

知
し

らなくて「ＴＲＹ
と ら い

を

今度
こ ん ど

するからよかったら介助
かいじょ

するから来
き

てね。」と言
い

われて行
い

ったのが最初
さいしょ

のきっ

かけです。どんな活動
かつどう

かというと、僕
ぼく

は、

2002年
ねん

に参加
さ ん か

をして韓国
かんこく

を 2週
しゅう

間
かん

野宿
のじゅく

し

ながら、バリアフリー調査
ちょうさ

して改善
かいぜん

を訴
うった

えていくという活動
かつどう

をしました。街頭
がいとう

でス

ピーチしたり 1日
にち

20 キロ～25 キロ歩
ある

きな

がらアピールしていました。 

山下
やました

：どんな気
き

持
も

ちで参加
さ ん か

していたんですか？ 

藤原
ふじわら

：僕
ぼく

は筋
きん

ジスやから 野宿
のじゅく

するのはきついな

って思
おも

ってたんです。やらんほうがええで

と思
おも

ったけど、準備
じゅんび

に携
たずさ

わっていて「僕
ぼく

は

行
い

かへんのかい！」と思
おも

って一緒
いっしょ

に準備
じゅんび

し

たわけやからやっぱり僕
ぼく

も行
い

きたいって

いう気
き

持
も

ちになったんです。それで行
い

くこ

とになりました。障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にして諦
あきら

め

たくなかったんです。もし何
なに

かあって死
し

ん

だらその時
とき

はその時
とき

やと思
おも

って、やりたい

ことをやろうと思
おも

ったんです。同年代
どうねんだい

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に話
はな

し合
あ

いながら一
ひと

つのイベント

を作
つく

っていくていうのが面
おも

白
しろ

いと思
おも

った

んです。初
はじ

めてそこで仲間
な か ま

と一緒
いっしょ

にやるこ

とはいいことやと思
おも

ったわけです。 

山下
やました

：ＴＲＹ
と ら い

をしてて一番
いちばん

面
おも

白
しろ

かったことはあり

ますか？ 

藤原
ふじわら

：大雨
おおあめ

の時
とき

に歩
ある

く経験
けいけん

が出来
で き

たことかな？今
いま

までそういうことが出来
で き

なかったからそれ

は気
き

持
も

ち良
よ

かったし面
おも

白
しろ

かったです。ゴー

ルした後
あと

に、みんなで車
くるま

いすごと胴
どう

上
あ

げさ

れたことがあります。達成感
たっせいかん

が楽
たの

しかった

ですね。胴
どう

上
あ

げされながら俺
おれ

はやりきっ



た！だから別
べつ

に障害
しょうがい

があってもいいんだ

と思
おも

いました。自分
じ ぶ ん

に自信
じ し ん

がついたのは、

ＴＲＹ
と ら い

でしたね。 

 

 

～自分
じ ぶ ん

が変
か

わることによって 

社会
しゃかい

が変
か

わる～ 

山下
やました

：メインストリーム協会
きょうかい

と出
で

会
あ

ったり、

ＴＲＹ
と ら い

の活動
かつどう

をして何
なに

か自分
じ ぶ ん

の中
なか

で変
か

わ

ったことはありますか？ 

藤原
ふじわら

：色
いろ

々
いろ

繋
つな

がることによって別
べつ

に障害
しょうがい

があっ

てもええやんかと思
おも

った。勉強
べんきょう

をしないと

生
い

きていけないと思
おも

ってたけど別
べつ

に勉強
べんきょう

ができるできない関係
かんけい

なく障害
しょうがい

があろう

がなかろうが、地域
ち い き

で暮
く

らすのは当
あ

たり前
まえ

やなと。勉強
べんきょう

して仕事
し ご と

しないと施設
し せ つ

に入
い

れ

られると思
おも

ったけど、施設
し せ つ

に入
い

れるという

こと自体
じ た い

がおかしいということなので大学
だいがく

で資格
し か く

を取
と

らんでもいいやって思
おも

うように

なりました。 

山下
やました

：藤原
ふじわら

さんの中
なか

で最初
さいしょ

、障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

に関
かか

わ

った時
とき

の印象
いんしょう

はどうでしたか？ 

藤原
ふじわら

：一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしっていうのは権利
け ん り

の 1 つだとい

うことをメインストリーム協会
きょうかい

と出
で

会
あ

っ

て知
し

りましたね。最初
さいしょ

、一人暮
ひ と り ぐ

らしして嫌
いや

だ

なと思
おも

ってたけど、生活
せいかつ

していくうちにだ

んだん面
おも

白
しろ

いなって思
おも

うようになってきた

んです。運動
うんどう

するということイコール過激
か げ き

な行動
こうどう

やというイメージがありました。 

山下
やました

：僕
ぼく

も、ちゅうぶに来
き

て 17年
ねん

ぐらいになり

ますが、最初
さいしょ

の頃
ころ

、交渉
こうしょう

に参加
さ ん か

した時
とき

「ど

うしてこの人
ひと

たちはこんなに行政
ぎょうせい

に対
たい

し

て怒
おこ

ってるんだろうな。もっと冷静
れいせい

に言
い

え

ばいいのに。」と感
かん

じていました。でもそれ

は、「自分
じ ぶ ん

達
たち

の生活
せいかつ

が危
あぶ

ないんだ！」という

ことを必死
ひ っ し

に訴
うった

える姿
すがた

で、決
けっ

して贅沢
ぜいたく

や

わがままを言
い

っているのではなくて、

障害者
しょうがいしゃ

も当
あ

たり前
まえ

に生活
せいかつ

したいだけなん

だということを思
おも

っています。 

藤原
ふじわら

：日本
に ほ ん

でデモとかやってたら警察
けいさつ

に捕
つか

まった

り国
くに

によって潰
つぶ

されるだけやから社会
しゃかい

が変
か

わるわけないやろと、過激派
か げ き は

の一味
い ち み

と思
おも

わ

れたら嫌
いや

やから自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターが嫌
いや

と思
おも

ってたんです。山下
やました

さんは、ご存
ぞん

知
じ

かもし

れませんけど、2003年
ねん

に新
あたら

しく障害者
しょうがいしゃ

の

介護
か い ご

制度
せ い ど

が作
つく

られたんです。でも、その制度
せ い ど

は障害者
しょうがいしゃ

にとって死活
し か つ

問題
もんだい

ということで、

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

に抗議
こ う ぎ

行動
こうどう

に行
い

きました。 

山下
やました

：僕
ぼく

も参加
さ ん か

しましたが、台風
たいふう

の中
なか

でもたくさ

んの障害者
しょうがいしゃ

が厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

に集結
しゅうけつ

しまし

たね。今
いま

も、完全
かんぜん

に制度
せ い ど

が良
よ

くなったわけ

ではないけど、あの行動
こうどう

があったから、今
いま

の制度
せ い ど

を勝
か

ち取
と

れてきたんだと思
おも

います。 

藤原
ふじわら

：僕
ぼく

は、その時
とき

、ちゃんと行政
ぎょうせい

に訴
うった

えてい

かないと自分
じ ぶ ん

の生活
せいかつ

が危
あぶ

ないと思
おも

ったんで

す。介護
か い ご

制度
せ い ど

が保障
ほしょう

されないと、せっかく

一人
ひ と り

暮
ぐ

らししたのに、このままでは、また親
おや

に面倒
めんどう

見
み

てもらうか、筋
きん

ジスの病院
びょういん

に入
い

れ

られて自由
じ ゆ う

がなくなるんか。と、それは嫌
いや

や

から、ちょっとでも何
なに

か変
か

わるんやったら

東京
とうきょう

に行
い

かなあかんと思
おも

って参加
さ ん か

しまし

た。参加
さ ん か

して思
おも

ったのは、過激
か げ き

な活動
かつどう

では

ＴＲＹ
と ら い

で歩
ある

きながらアピール活動
かつどう

 



ないんや、自分
じ ぶ ん

がこの社会
しゃかい

でちゃんと生
い

き

ていくためにちゃんと法律
ほうりつ

を変
か

えて欲
ほ

しい

っていうことを国
くに

に訴
うった

えるっていうこと

は、過激
か げ き

なことではないなと思
おも

うようにな

ったんです。だから、障害
しょうがい

があっても同
おな

じ

ように地域
ち い き

で行
い

きたいという思
おも

いは当
あ

たり

前
まえ

のことだと思
おも

いましたね。 

山下
やました

：本当
ほんとう

に障害者
しょうがいしゃ

の結束力
けっそくりょく

は、すごいなと思
おも

いました。 

藤原
ふじわら

：先輩
せんぱい

障害者
しょうがいしゃ

が交渉
こうしょう

している姿
すがた

を見
み

て僕
ぼく

も関
かか

わりたいなって、すごく思
おも

いました。

同年代
どうねんだい

と関
かか

わるのが嫌
いや

やったけどメインス

トリーム協会
きょうかい

に関
かか

わることによって喋
しゃべ

れ

るようになったり、メインストリーム協会
きょうかい

と一緒
いっしょ

に歩
あゆ

んでいくことが自分
じ ぶ ん

を変
か

えるこ

とに繋
つな

がるんやと感
かん

じました。自分
じ ぶ ん

が変
か

わ

ることによって社会
しゃかい

が変
か

わることをすごく

思
おも

って一人
ひ と り

じゃ弱
よわ

いけどみんなでやると変
か

わるんだということが面
おも

白
しろ

いしワクワクす

るみたいな。それがメインストリーム協会
きょうかい

や障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

と関
かか

わったきっかけですね。 

山下
やました

：メインストリーム協会
きょうかい

では、代表
だいひょう

は廉
かど

田
た

さんで副代表
ふくだいひょう

が藤原
ふじわら

さんということです

が、役割
やくわり

はどんな風
ふう

に分
わ

けていますか？ 

藤原
ふじわら

：権利
け ん り

擁護
よ う ご

担当
たんとう

は僕
ぼく

がやっています。元
もと

々
もと

、

佐藤
さ と う

さん（現
げん

： ＤＰＩ
ディーピーアイ

日本
に ほ ん

会議
か い ぎ

事務
じ む

局 長
きょくちょう

）がしていたことを今
いま

は役割
やくわり

を何人
なんにん

かで分散
ぶんさん

してやってる感
かん

じです。僕
ぼく

は、主
おも

に研修
けんしゅう

とか集会
しゅうかい

には参加
さ ん か

するようには

しています。まあ基本的
き ほ んて き

には好
す

きなことや

っている感
かん

じです。やりたいと思
おも

ったこと

を、とことんやったらええみたいな感
かん

じで

すね。 

山下
やました

：藤原
ふじわら

さんがこれまで影響
えいきょう

を受
う

けた人
ひと

はい

ますか？ 

藤原
ふじわら

：廉
かど

田
た

さんや佐藤
さ と う

さんに出
で

会
あ

ったことかな？

そこで、変
か

わったと思
おも

います。人前
ひとまえ

で喋
しゃべ

れ

るようになったり、喋
しゃべ

らなアカンところ

に連
つ

れて行
い

ってくれたことが大
おお

きかった

と思
おも

います。 

山下
やました

：廉
かど

田
た

さんや佐藤
さ と う

さんに言
い

われた言葉
こ と ば

は何
なに

か

ありますか？ 

藤原
ふじわら

：言葉
こ と ば

というより行動
こうどう

を見
み

て参考
さんこう

にさせても

らったり学
まな

ぶことが多
おお

いかな。注意
ちゅうい

された

ことはありますね。 

 

～セミナーに参加
さ ん か

したのがきっかけ～ 

鶴羽
つ る は

：呼吸器
こ き ゅう き

を付
つ

け始
はじ

めたのはいつからですか？

それと、付
つ

けようと思
おも

ったきっかけはなん

ですか？ 

藤原
ふじわら

：2004年
ねん

から呼吸器
こ き ゅう き

を使
つか

い始
はじ

めました。2004

年
ねん

4月
がつ

に海外
かいがい

で呼吸器
こ き ゅう き

をつけて地域
ち い き

生活
せいかつ

し

ている当事者
と う じし ゃ

や支援者
し え んし ゃ

が体験談
たいけんだん

や海外
かいがい

で

の事例
じ れ い

を紹
しょう

介
かい

するセミナーに参加
さ ん か

して、

翌日
よくじつ

、病院
びょういん

に行
い

って「呼吸器
こ き ゅう き

を付
つ

けてく

ださい。」と病院
びょういん

の先生
せんせい

に伝
つた

えて付
つ

けてく

れることになりました。 

鶴羽
つ る は

：呼吸器
こ き ゅう き

を付
つ

けることに抵抗
ていこう

はありませんで 

したか？私
わたし

は小学校
しょうがっこう

6年生
ねんせい

の時
とき

に筋
きん

ジス 

の治療
ちりょう

と、いびきが出始
で は じ

めたということと、

無呼吸
む こ きゅ う

症候群
しょうこうぐん

の疑
うたが

いがあるとのことで付
つ

け始
はじ

めました。今
いま

は、寝
ね

ている時
とき

に使
つか

って

います。 

藤原
ふじわら

：車
くるま

いすに乗
の

った時
とき

と一緒
いっしょ

で抵抗
ていこう

はありま

せんでした。苦労
く ろ う

した記憶
き お く

は全
まった

くないで

す。別
べつ

に付
つ

けてても一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしできるから。

でも、電気
で ん き

が止
と

まったら怖
こわ

いなと思
おも

うこと

はありますが。 

山下
やました

：呼吸器
こ き ゅう き

を使
つか

い始
はじ

めて停電
ていでん

とかあったりした

ことありますか？ 



藤原
ふじわら

：去年
きょねん

ありましたよ。台風
たいふう

21号
ごう

の時
とき

に大阪
おおさか

で

はエレベーターが止
と

まってたりしてたで

しょ。あの時
とき

、僕
ぼく

の家
いえ

の近
ちか

くの電柱
でんちゅう

も折
お

れ

て 1日
にち

停電
ていでん

になりました。夜
よる

から事務所
じ む し ょ

で

泊
と

まって朝
あさ

になってもまだ停電
ていでん

になって

て、昼
ひる

からやっと直
なお

りました。でも一応
いちおう

予備
よ び

のバッテリーの充電
じゅうでん

を満
まん

タンにして

手動
しゅどう

で動
うご

かすやつもあって色
いろ

々
いろ

駆使
く し

して

備
そな

えるようにしてます。あとは、海外
かいがい

に行
い

くにしても対処
たいしょ

をちゃんとしないとアカ

ンなと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～海外
かいがい

の障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

もしています～ 

山下
やました

：海外
かいがい

といえば、ダスキンの研修生
けんしゅうせい

も受
う

け入
い

れていますよね。ダスキンのことを教
おし

えて

もらっていいですか？ 

藤原
ふじわら

：ダスキン愛
あい

の輪
わ

基金
き き ん

というのを作
つく

って

障害者
しょうがいしゃ

を支援
し え ん

するためのお金
かね

なんやけど、

障害者
しょうがいしゃ

が海外
かいがい

へ行
い

って制度
せ い ど

とか自立
じ り つ

生活
せいかつ

のことを勉強
べんきょう

していくということがあっ

て、日本
に ほ ん

の障害者
しょうがいしゃ

を支援
し え ん

するためのお金
かね

だったんですが、、アジアの途上
とじょう

国
こく

の人
ひと

に

日本
に ほ ん

に来
き

てもらってアジアの障害者
しょうがいしゃ

の

育成
いくせい

研修
けんしゅう

を受
う

けて、研修
けんしゅう

したことを母
ぼ

国
こく

に帰
かえ

って、自分
じ ぶ ん

達
たち

の活動
かつどう

に活
い

かしてもらお

うという活動
かつどう

をしています。 

藤原
ふじわら

：明日
あ す

からも研修
けんしゅう

があるんです。明後日
あ さ っ て

、僕
ぼく

が障害者
しょうがいしゃ

制度
せ い ど

の話
はなし

をするんです。どんな

制度
せ い ど

を使
つか

っているのかとか。そういった

研修
けんしゅう

もします。 

山下
やました

：研修生
けんしゅうせい

が泊
と

まりに来
こ

られた時
とき

はメインス

トリームに泊
と

まってもらうんですか？ 

藤原
ふじわら

：事務所
じ む し ょ

もありますが、事務所
じ む し ょ

から簡易
か ん い

ベッ

ドを持
も

って行
い

って僕
ぼく

の家
いえ

で泊
と

まってもら

って、実際
じっさい

の介護
か い ご

を見
み

てもらうこともあり

ます。見
み

てもらわないとわからないと思
おも

う

し、そういう研修
けんしゅう

も大事
だ い じ

だと思
おも

います。

お風
ふ

呂
ろ

介護
か い ご

を見
み

てもらうこともあります。

インパクトが大事
だ い じ

だと思
おも

います。 

山下
やました

：本当
ほんとう

に障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

を実際
じっさい

に見
み

てもらう

ことは大切
たいせつ

ですよね。 

 

～実家
じ っ か

では我慢
が ま ん

していた～ 

山下
やました

：それでは、次
つぎ

に藤原
ふじわら

さんの一人
ひ と り

暮
ぐ

らしの

様子
よ う す

をお伺
うかが

いしたいと思
おも

います。実家
じ っ か

で

は不便
ふ べ ん

だったことありますか？ 

藤原
ふじわら

：外
そと

に出
で

たい時
とき

に出
で

れませんでした。 

山下
やました

：それで、親
おや

と喧嘩
け ん か

したことはありますか？ 

藤原
ふじわら

：ないです。我慢
が ま ん

します。仕
し

方
かた

ないと思
おも

って

ました。乱暴
らんぼう

に介護
か い ご

されることはありまし

た。でも、我慢
が ま ん

してました。 

山下
やました

：一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしするようになって家
いえ

探
さが

しはどれ

ぐらい見
み

ましたか？ 

藤原
ふじわら

：4軒
けん

目
め

で見
み

つかりました。4軒
けん

で見
み

つかった

のは早
はや

い方
ほう

です。100軒
けん

見
み

たという障害者
しょうがいしゃ

もいますから。 

山下
やました

：家
いえ

探
さが

しでポイントにしたところは、どんな

ところですか？ 

藤原
ふじわら

：活動
かつどう

がしやすいかどうか。いきなりバリア

呼吸器
こ き ゅ う き

を付
つ

けることに抵抗
ていこう

は 

なかったと語
かた

る藤原
ふじわら

さん 



フリーな場所
ば し ょ

はないから、スロープが置
お

き

やすいか、それと、お風
ふ

呂
ろ

が入
はい

りやすいか

どうかもポイントかな。お風
ふ

呂
ろ

場
ば

が狭
せま

くて

もお風
ふ

呂
ろ

の周
まわ

りの空間
くうかん

があるかどうか。あ

る程度
て い ど

の妥協点
だきょうてん

が必要
ひつよう

ですが、改造
かいぞう

がやり

やすいかどうかが大切
たいせつ

かなと思
おも

います。 

山下
やました

：部屋
へ や

はどんな間取
ま ど

りですか？ 

藤原
ふじわら

：2 D K
でぃーけー

です。台所
だいどころ

とお風
ふ

呂
ろ

が一緒
いっしょ

になっ

ていて築
ちく

35年
ねん

ぐらいなので傷
きず

つけてもそ

んなに怒
おこ

られません。 

山下
やました

：部屋
へ や

の中
なか

で工夫
く ふ う

しているところは、どんな

ことですか？ 

藤原
ふじわら

： 物
もの

を置
お

かないようにしてるけど、置
お

いて

るな（笑
わらい

）障害
しょうがい

が進
すす

んできて声
こえ

が出
だ

しに

くい時
とき

もあるから、ある程度
て い ど

、どこに何
なに

が

あるか見
み

たらいいだけにしています。自分
じ ぶ ん

で説明
せつめい

しなくても介護者
か い ごし ゃ

がしやすいよう

にしています。声
こえ

が出
で

なくなったら指示
し じ

が

できなくなるので。指示
し じ

はせなあかんと思
おも

うけど、やってほしいことあれば、全部
ぜ ん ぶ

ま

とめてもいいかなと思
おも

います。この時間
じ か ん

は

「これとこれをやってください。」と言
い

う

方
ほう

が楽
らく

かなと。例
たと

えば食器
しょっき

を洗
あら

ったら拭
ふ

く

とか、そういうルール化
か

したらいいのかな

と思
おも

います。 

山下
やました

：一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしで楽
たの

しいことや困
こま

ったことはあ

りますか？ 

藤原
ふじわら

：日本
に ほ ん

酒
しゅ

好
ず

きな人
ひと

を集
あつ

めて日本酒会
にほんしゅかい

をします

ね。旅行
りょこう

も行
い

きます。初
はじ

めていく所
ところ

は楽
たの

し

いですよ。困
こま

ることといえば、さっきも言
い

う

たけど、呼吸器
こ き ゅう き

が使
つか

えなくなるので、停電
ていでん

は

やっぱり困
こま

りますね。 

山下
やました

：家
いえ

で停電
ていでん

した時
とき

は発
はつ

電機
で ん き

を使
つか

うんですか？ 

藤原
ふじわら

：発
はつ

電機
で ん き

は持
も

ってないです。緊急
きんきゅう

の時
とき

は、

病院
びょういん

に走
はし

るしかないです。旅行先
りょこうさき

でも困
こま

ったことがあって、呼吸器
こ き ゅう き

のホースがちぎ

れることもありました。 

山下
やました

：その時
とき

はどうしたんですか？ 

藤原
ふじわら

：呼吸器
こ き ゅう き

を手動
しゅどう

に切
き

り替
か

えて、周
まわ

りの人
ひと

に手
て

伝
つだ

ってもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～諦
あきら

めずに一人
ひ と り

暮
ぐ

らししてほしい！～ 

山下
やました

：自立
じ り つ

生活
せいかつ

をしていて、ヘルパーとの関係
かんけい

は

どうですか？ 

藤原
ふじわら

：悪
わる

いことはないと思
おも

います。イラッとする

こともあるけど、一瞬
いっしゅん

耐
た

える、冷静
れいせい

に言
い

う

ようにしています。生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なことを

相手
あ い て

にちゃんと伝
つた

えることが大切
たいせつ

だと思
おも

っています。ヘルパーは友
とも

達
だち

じゃないので。 

山下
やました

：ヘルパーと長時間
ちょうじかん

一緒
いっしょ

にいて気
き

まずいこと

はないですか？ 

藤原
ふじわら

：全然
ぜんぜん

気
き

にしません。空気
く う き

のように思
おも

ってい

ます。喋
しゃべ

らなアカンと求
もと

める方
ほう

がおかし

い。必要
ひつよう

な時
とき

に動
うご

けることが大事
だ い じ

で待機
た い き

も

大切
たいせつ

だと思
おも

います。テレビで共通
きょうつう

の話題
わ だ い

があれば話
はなし

するけど、そうじゃない人
ひと

も

いるから、その時
とき

は黙
だま

っているけど、それ

も気
き

になりません。 

山下
やました

：藤原
ふじわら

さんが同
おな

じ筋
きん

ジスの人
ひと

や障害者
しょうがいしゃ

に伝
つた

自立
じ り つ

を始
はじ

めた頃
ころ

 



えたいことはありますか？ 

藤原
ふじわら

：諦
あきら

めないで一
ひと

人
り

暮
ぐ

らししてほしいです。

障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

に関
かか

われとは言
い

わないけど、

一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしをしてほしい、僕
ぼく

はそれで初
はじ

め

て自由
じ ゆ う

に生活
せいかつ

できたと思
おも

ってるから。一
ひと

人
り

暮
ぐ

らししたら絶対
ぜったい

変
か

われるし、強
つよ

くなれる

と思
おも

うよ。1回
かい

親
おや

と離
はな

れることはお互
たが

い

成長
せいちょう

出
で

来
き

るんじゃないかなと思
おも

います。 

山下
やました

：筋
きん

ジスの人
ひと

に対
たい

して伝
つた

えたいことはありま

すか？ 

藤原
ふじわら

：筋
きん

ジスの人
ひと

は命
いのち

が危
あぶ

ないと思
おも

わないでほ

しいです。やってみたら意外
い が い

にやれること

はあるし、諦
あきら

める必要
ひつよう

はないです。病院
びょういん

に入院
にゅういん

している人
ひと

は、一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしをして

ほしいです。僕
ぼく

だけが特別
とくべつ

に出
で

来
き

たわけじ

ゃないから。 

山下
やました

：最後
さ い ご

の質問
しつもん

です。藤原
ふじわら

さんは障害
しょうがい

受容
じゅよう

を

どう考
かんが

えていますか？ 

藤原
ふじわら

：自分
じ ぶ ん

のやりたいと思
おも

ったことが出
で

来
き

た時
とき

か

な。障害
しょうがい

があると諦
あきら

めることが多
おお

いんで

すよ。諦
あきら

めないで一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしして良
よ

かった

しね。障害
しょうがい

があるから出
で

来
き

ないと思
おも

ってた

けど。でも出
で

来
き

た時
とき

はめっちゃ楽
たの

しかった

です。障害
しょうがい

があっても出
で

来
き

るんだと。重度
じゅうど

の障害
しょうがい

がある人
ひと

は、自立
じ り つ

生活
せいかつ

で初
はじ

めて諦
あきら

めていたことが出
で

来
き

るし、自由
じ ゆ う

を手
て

に入
い

れ

ることが出
で

来
き

る。障害
しょうがい

があったら何
なに

も出来
で き

へんねやと思
おも

う人
ひと

がいるけど自立
じ り つ

生活
せいかつ

は

受容
じゅよう

のきっかけになると思
おも

います。 

山下
やました

：それでは、これからの夢
ゆめ

を教
おし

えてください。 

藤原
ふじわら

：今
いま

、仕事
し ご と

でやっていることなんですけど、

全国
ぜんこく

27ヶ
か

所
しょ

に筋
きん

ジスの病院
びょういん

があるんです

けど、一
ひと

人
り

暮
ぐ

らししたいという人
ひと

がいるの

にいろんな理由
り ゆ う

を付
つ

けて、できなくなった

りとか、地方
ち ほ う

の病院
びょういん

では自立
じ り つ

したいとい

っても出
で

来
き

ない状 況
じょうきょう

にあります。僕
ぼく

自身
じ し ん

は入院
にゅういん

しなくて良
よ

かったじゃなくて、

入院
にゅういん

せざるをえない人
ひと

、そういう人
ひと

達
たち

も

同
おな

じ仲間
な か ま

として自立
じ り つ

してほしいと思
おも

いま

す。本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

した場所
ば し ょ

で一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしが出
で

来
き

る社会
しゃかい

環境
かんきょう

があればいいなと。病院
びょういん

は

体調
たいちょう

悪
わる

い時
とき

に行
い

く場所
ば し ょ

で、障害
しょうがい

があるか

ら入院
にゅういん

せなアカンというのはおかしいと

思
おも

います。プライベートでやりたいことは、

ヨーロッパに行
い

きたいなと思
おも

います。大学
だいがく

の時
とき

に行
い

ったけど、歴史
れ き し

とか好
す

きやから、

もう 1回
かい

行
い

きたいな。日本
に ほ ん

やったら 47

都道府県
と ど う ふ け ん

制覇
せ い は

したいですね。 

山下
やました

：同
おな

じ障害
しょうがい

の仲間
な か ま

が伝
つた

えることは大事
だ い じ

なこ

とですよね。今日
き ょ う

は、障害
しょうがい

受容
じゅよう

のことを

はじめ、たくさんのお話
はなし

をうかがうこと

ができました。ありがとうございました。 

藤原
ふじわら

：こちらこそありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



西尾
に し お

 元秀
もとひで

さんプロフィール 

 

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と完全
かんぜん

参加
さ ん か

を目指
め ざ

す大阪
おおさか

連絡
れんらく

会議
か い ぎ

 事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

1966年
ねん

福岡県
ふくおかけん

生
う

まれ 

14歳
さい

の時
とき

に左足
ひだりあし

悪性
あくせい

腫瘍
しゅよう

により切断
せつだん

 

中学校
ちゅうがっこう

3年
ねん

の１年間
ねんかん

は、戸惑
と ま ど

いながら学校
がっこう

生活
せいかつ

を過
す

ごす 

高校
こうこう

に入
はい

って、障害
しょうがい

のことを受
う

け入
い

れられずに悩
なや

む 

予備校
よ び こ う

の１年
ねん

を経
へ

て大学
だいがく

に入学
にゅうがく

。少
すこ

し受容
じゅよう

できた 

 

障
しょう

大連
だいれん

では、教育
きょういく

部会
ぶ か い

、自立
じ り つ

支援
し え ん

部会
ぶ か い

担当
たんとう

 

 

 

 

 

 

 シリーズ いろんなテーマの「なぜ」を解消
か い し ょ う

！ 

～西尾元
に し お も と

秀
ひ で

さんに聞
き

く  

インクルーシブ教育
き ょ う い く

は、なぜ必要
ひ つ よ う

か～ 

 

このコーナーでは教育
きょういく

、施設
し せ つ

、交通
こうつう

など各分野
か く ぶん や

に詳
くわ

しい人
ひと

にインタビューをしていき、当時
と う じ

の障害者
しょうがいしゃ

 

や制度
せ い ど

の状 況
じょうきょう

、その制度
せ い ど

はどう変
か

わってきたのか？今
いま

、取
と

り組
く

んでいること、これからの課題
か だ い

はなに 

か、なぜインクルーブ教育
きょういく

が必要
ひつよう

なのかを語
かた

ってもらうというコーナーです。今回
こんかい

は教育
きょういく

のテーマ 2 

回
かい

目
め

です。インタビューをお願
ねが

いしたのは、障
しょう

害者
がいしゃ

の自立
じ り つ

と完全
かんぜん

参加
さ ん か

を目
め

指
ざ

す大阪
おおさか

連絡会
れんらくかい

義
ぎ

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

の西尾元
に し おも と

秀
ひで

さんです。

 

 

～一番
いちばん

変
か

わったのは、 

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

に対
たい

しての支援
し え ん

～

山下
やました

：前回
ぜんかい

のナビゲーションから教育
きょういく

をテーマに

してインタビューしてます。7月
がつ

号
ごう

では

D P I
でぃーぴーあい

日本
にちほん

会議
か い ぎ

副議長
ふくぎちょう

の尾上
おのうえ

浩二
こ う じ

さんに

30年
ねん

、40年
ねん

前
まえ

の日本
に ほ ん

の障害児
しょうがいじ

教育
きょういく

について

や、国
くに

での動
うご

き、そして尾上
おのうえ

さんがなぜイ

ンクルーシブ教育
きょういく

が必要
ひつよう

と思
おも

うのかをお聞
き

きしてきました。今回
こんかい

は、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と

完全
かんぜん

参加
さ ん か

を目
め

指
ざ

す大阪
おおさか

連絡
れんらく

会議
か い ぎ

（以下
い か

：障
しょう

大連
だいれん

）事務
じ む

局 長
きょくちょう

の西尾元
に し おも と

秀
ひで

さんに大阪市
お お さか し

や

大阪府
お お さか ふ

交渉
こうしょう

で取
と

り上
あ

げられていることや

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に関係
かんけい

することなど、お

話
はなし

をお伺
うかが

いしたいと思
おも

います。よろしくお

願
ねが

いいたします。 

西尾
に し お

：よろしくお願
ねが

いいたします。 

山下
やました

：まずお聞
き

きしたいのは、特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

はど

ういうものなのかということと、特別
とくべつ

支援
し え ん



教育
きょういく

が導入
どうにゅう

されて 10年
ねん

以上
いじょう

経
た

って、特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

が導入
どうにゅう

される前
まえ

と後
あと

で何
なに

か変
か

わ

ったことはありますか？ 

西尾
に し お

：大阪
おおさか

では昔
むかし

から共
とも

に学
まな

ぶ教育
きょういく

がある程度
て い ど

進
すす

んでいたので、そういう地域
ち い き

からすれば

2007年
ねん

にそれまでの「特殊
とくしゅ

教育
きょういく

」という

名称
めいしょう

から「特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

」へと変
か

わった

ことでは、そんなに大
おお

きく変
か

わらないかな

と実
じつ

は思
おも

っていました。大阪
おおさか

ではもともと

支援
し え ん

学級
がっきゅう

を設置
せ っ ち

して 教員
きょういん

を確保
か く ほ

して

原学級
げんがっきゅう

で学
まな

ぶという柔軟
じゅうなん

な方策
ほうさく

をとって

いたので、養護
よ う ご

学級
がっきゅう

から特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

に

名前
な ま え

が変
か

わっても実際
じっさい

にはそんなに変
か

わ

らないのではと。 

山下
やました

：そんな中
なか

でも特
とく

に変
か

わったことはありませ

んか？ 

西尾
に し お

： いちばん変
か

わったのは、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の関係
かんけい

かと。2004年
ねん

に発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え んほ う

ができ

て、その人
ひと

たちが福祉
ふ く し

などの支援
し え ん

の対象
たいしょう

に

なってきた。そして 2007年
ねん

に特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

の対象
たいしょう

となったというのが、大阪的
おおさかてき

にいうと大
おお

きな変化
へ ん か

かなと思
おも

います。この

頃
ごろ

からものすごい勢
いきお

いで支援
し え ん

学級
がっきゅう

、支援
し え ん

学校
がっこう

に在籍
ざいせき

する人
ひと

が増
ふ

え始
はじ

めました。 

山下
やました

：僕
ぼく

が小学生
しょうがくせい

の頃
ころ

には、発達
はったつ

障害
しょうがい

という言葉
こ と ば

も聞
き

いたことがありませんでした。 

西尾
に し お

：発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

に対
たい

して支援
し え ん

していかないとい

けないという社会的
しゃかいてき

な情勢
じょうせい

と、特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

が結
むす

びついたのが一番
いちばん

大
おお

きかったと

思
おも

っています。本当
ほんとう

は普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

で、そうい

う子
こ

に対
たい

して充分
じゅうぶん

な内容
ないよう

を提供
ていきょう

できてな

かったら、普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

の中
なか

で提
てい

供
きょう

されるよ

うに、普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

が変
か

われなければならなか

ったと思
おも

う。でも人手
ひ と で

とかお金
かね

はほとんど

特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

の方
ほう

にしかつかなかったの

で、どんどん普通
ふ つ う

学級
がっきゅう

の外
そと

に切
き

り出
だ

してい

く形
かたち

になっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前障
ぜんしょう

大連
だいれん

議長
ぎちょう

 楠
くすのき

敏雄
と し お

さんを偲
しの

ぶ会
かい

 

 

～情報
じょうほう

は得
え

やすくなっているが～ 

山下
やました

：今
いま

、思
おも

えば同級生
どうきゅうせい

の中
ちゅう

に発達
はったつ

障害
しょうがい

の子
こ

が

いたのかもしれません。 

西尾
に し お

：今
いま

もどんどん増
ふ

えてきてます。発達
はったつ

障害
しょうがい

の

人
ひと

は、社会
しゃかい

環境
かんきょう

の中
なか

で生
う

み出
だ

されているん

じゃないかな。ちょっとコミュニケーショ

ン取
と

りにくいところとか。他
ほか

の子
こ

と違
ちが

うと、

すぐに別
べつ

の場
ば

に取
と

り出
だ

してしまおうとする

意識
い し き

は、特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

が入
はい

る前
まえ

とあまり変
か

わっていないと思
おも

います。だから例
たと

えば

算数
さんすう

と国語
こ く ご

だけちょっと学
まな

びがゆっくりや

ったら、今
いま

は何
なん

の抵抗
ていこう

もなくそこだけ別
べつ

の

教室
きょうしつ

で勉強
べんきょう

しましょうということに、なっ

ているみたいです。 

山下
やました

：僕
ぼく

は発達
はったつ

障害
しょうがい

ではないですが、算数
さんすう

や国語
こ く ご

などは養護
よ う ご

学級
がっきゅう

で勉強
べんきょう

していました。 

西尾
に し お

：「特別
とくべつ

な支援
し え ん

を受
う

けること」に対
たい

してはハ

ードルは低
ひく

くなってきてますけど、「障害
しょうがい

のある人
ひと

と認
みと

めること」に対
たい

してハードル

が低
ひく

くなっているかどうかはわからない

です。特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

という名称
めいしょう

は、養護
よ う ご

学級
がっきゅう

という名称
めいしょう

よりも、受
う

け入
い

れやすさ

という意味
い み

でもハードルは低
ひく

くなったと

思
おも

います。それが良
よ

いのか悪
わる

いのかは、よ

くわかりません。 



山下
やました

：そこで、問題
もんだい

になってくるのは、どんなこ

とだと思
おも

いますか？ 

西尾
に し お

：やっぱり、普通
ふ つ う

教室
きょうしつ

がスタンダードであっ

て、そこで学
まな

びにくい人
ひと

は別
べつ

の場所
ば し ょ

に行
い

っ

てもらいましょう、という考
かんが

えは昔
むかし

から

変
か

わっていない。そこが一番
いちばん

大
おお

きな問題
もんだい

。

形
かたち

でいうと特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

の対象者
たいしょうしゃ

が増
ふ

えているということが言
い

えるけども、その

根底
こんてい

をなす考
かんが

え方
かた

は変
か

わってないという

気
き

がします。そこがおかしいんじゃないの

かとと。一番
いちばん

、感
かん

じますね。 

山下
やました

：親
おや

も昔
むかし

と比
くら

べて変
か

わってきましたか？昔
むかし

の親
おや

って「私
わたし

の子
こ

どもは障害児
しょうがいじ

じゃないと

いう意識
い し き

が強
つよ

かったと感
かん

じているんです

が、今
いま

の親御
お や ご

さんはどうなんですか？ 

西尾
に し お

：今
いま

は情報
じょうほう

が得
え

やすくなっていますね。いろ

んな専門的
せんもんてき

な情報
じょうほう

がネットとかで見
み

れる

ようになっているし。家
いえ

にいながらにして、

同
おな

じような障害
しょうがい

の子
こ

どもを持
も

つ親
おや

同士
ど う し

の

つながりができたりとか。親
おや

の知識量
ちしきりょう

は

圧倒的
あっとうてき

に多
おお

くなってきていると思
おも

います。

情報
じょうほう

が早
はや

く入
はい

りやすくなったのは良
よ

かっ

たと思
おも

います。そうなると、当然
とうぜん

、僕
ぼく

らの

言
い

い方
かた

では障害
しょうがい

の軽減
けいげん

克服的
こくふくてき

な思
おも

い、この

子
こ

が世
よ

の中
なか

で生
い

きていけるような形
かたち

の力
ちから

をつけていくために、ということで考
かんが

える

人
ひと

もいますし、また周
まわ

りの環境
かんきょう

を変
か

えるこ

とが大切
たいせつ

ということで考
かんが

える人
ひと

もいます。

どちらが多
おお

いのか、それは良
よ

く分
わ

かりませ

ん。僕
ぼく

らの関係
かんけい

する親御
お や ご

さんの多
おお

くは共
とも

に

学
まな

ぶという考
かんが

えの中
なか

で「いろいろ上
う

手
ま

くい

かないことがある」と相談
そうだん

を受
う

けることが

多
おお

いので、最初
さいしょ

から支援
し え ん

学校
がっこう

、支援
し え ん

教育
きょういく

の

中
なか

で分
わ

けられることにあんまり気
き

にしな

い親御
お や ご

さんとはあまり接点
せってん

がないんよね。

唯一
ゆいいつ

あるのが高校
こうこう

受験
じゅけん

の時
とき

ぐらい。その時
とき

はちょこっとあるけど、そこに至
いた

るまでに

発達
はったつ

障害
しょうがい

の親御
お や ご

さんと僕
ぼく

らがしっかりと

コンタクト取
と

れていない。僕
ぼく

らの弱
よわ

いとこ

ろでもあると思
おも

います。親御
お や ご

さんの意識
い し き

は

でもまぁ時代
じ だ い

の流
なが

れとともに 10～20年
ねん

前
まえ

に比
くら

べると、徐
じょ

々
じょ

に変
か

わってきているんだ

ろうなと思
おも

います。 

 

～学校
がっこう

にちゃんと伝
つた

えることの大
たい

切
せつ

さ～ 

鶴羽
つ る は

：次
つぎ

の質問
しつもん

に移
うつ

りたいと思
おも

います。今年
こ と し

8月
がつ

の

大阪府
お お さか ふ

交渉
こうしょう

でオムツを付
つ

けている子
こ

がプー

ルに他
ほか

の子
こ

と一緒
いっしょ

に入
はい

ったらダメという

事例
じ れ い

があり問題
もんだい

になっていたと思
おも

うんです

が、そういうことが、なぜ起
お

こるのでしょ

うか？ 

西尾
に し お

：この事例
じ れ い

は府立
ふ り つ

高校
こうこう

のものでしたが、受
う

け

入
い

れた経験
けいけん

がない、自信
じ し ん

がないということ

で万
まん

が一
いち

のことがあったらアカンという

ことで断
ことわ

られることがたくさんあります。

この間
かん

、医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な子
こ

に対
たい

しては

「親
おや

が学校
がっこう

に付
つ

いてきてください。」と言
い

ったり「就学
しゅうがく

旅行
りょこう

で、みんなと違
ちが

うような

ルートで行
い

くっていうことでどうです

か？」と言
い

うてきたりとか、色
いろ

々と問題
もんだい

が

あります。プールに限
かぎ

らず通常
つうじょう

の授業
じゅぎょう

、

遠足
えんそく

や修学
しゅうがく

旅行
りょこう

も含
ふく

め、みんなと一緒
いっしょ

に経
けい

験
けん

出
で

来
き

ているという例
れい

もあるんだけど、そ

ういう高校
こうこう

はわずかです。それはどうして

かというと「そこまでして一緒
いっしょ

にやる必要
ひつよう

がない。」と思
おも

っているからじゃないんか

な？ちょっとぐらい別
べつ

でもいいじゃない

か、修学
しゅうがく

旅行
りょこう

で一人
ひ と り

だけちょっと違
ちが

うルー

トでもいいんじゃないかとか、医療的
いりょうてき

ケア

だから仕
し

方
かた

ないとか、そういう考
かんが

えでいる

ことが大
おお

きいところかなと思
おも

います。 

山下
やました

：学校
がっこう

もどう対応
たいおう

していいのか分
わ

からないん

でしょうね。 

西尾
に し お

：それもありますね。まだそんなにたくさん



の生徒
せ い と

が、特
とく

に高校
こうこう

には入学
にゅうがく

していないの

で、「こういう風
ふう

にやれば、ここまで出
で

来
き

る」とかの具体的例
ぐたいてきれい

を集
あつ

めることで、「う

ちの学校
がっこう

でも出
で

来
き

るな」と思
おも

えるような気
き

がします。しっかりと整理
せ い り

して学校
がっこう

に伝
つた

え

ることが必要
ひつよう

だと思
おも

っています。例
たと

えば、

修学
しゅうがく

旅行
りょこう

は泊
と

まりやから、家
いえ

でお風
ふ

呂
ろ

はど

うやって入
はい

っているのか、寝
ね

る時
とき

どうして

るのかとか、学校
がっこう

は全然
ぜんぜん

わからへんわけよ。 

山下
やました

：先生
せんせい

が、いきなり泊
と

まり介護
か い ご

に入
はい

るような

もんですよね。 

西尾
に し お

：そうですね。保護者
ほ ご し ゃ

に簡単
かんたん

に「付
つ

いて来
き

て

ください。」と言
い

うんじゃなくて、何
なに

が心配
しんぱい

なのか、何
なに

が不安
ふ あ ん

なのか。コミュニケーシ

ョンを取
と

って、事前
じ ぜ ん

にちょっとずつ解決
かいけつ

し

ていけばやれるはず。学校側
がっこうがわ

に色々
いろいろ

とわか

ってもらったほうが次
つぎ

に繋
つな

がると思
おも

いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約
やく

10年前
ねんまえ

の障
しょう

大連
だいれん

セミナー（教育
きょういく

分科会
ぶんかかい

） 

 

～障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の見
み

直
なお

しを～ 

山下
やました

：やっぱり障害
しょうがい

の特性
とくせい

によっても違
ちが

うんです

ね。僕
ぼく

の場合
ば あ い

は、介助員
かいじょいん

が、遠足
えんそく

も修学
しゅうがく

旅行
りょこう

も付
つ

いてきてくれました。でも、小学校
しょうがっこう

、

中学校
ちゅうがっこう

の時
とき

は、体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

は養護
よ う ご

学級
がっきゅう

で

リハビリをしていて、当時
と う じ

はなんとも思
おも

わ

なかったんですが、今
いま

やったら体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

も参加
さ ん か

したいと言
い

ったら出
で

来
き

ますか？ 

西尾
に し お

：状 況
じょうきょう

と内容
ないよう

にもよるだろうね。すべて同
おな

じ

ようにやるのは明
あき

らかに厳
きび

しい場合
ば あ い

もある

と思
おも

うけど、まず一緒
いっしょ

にやるということか

ら考
かんが

えるのが大切
たいせつ

かなと。例
たと

えばドッチボ

ールをどう一緒
いっしょ

に参加
さ ん か

する？となった時
とき

に、

その時
とき

だけのルールを作
つく

って参加
さ ん か

すること

は可能
か の う

やし。 

山下
やました

：発想
はっそう

を柔軟
じゅうなん

にすることが大切
たいせつ

なんですかね。 

そのために何
なに

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか？ 

西尾
に し お

：学校
がっこう

現場
げ ん ば

の力量
りきりょう

かな？未
いま

だに出
で

来
き

ていない 

ところがあるよね。 

山下
やました

：当時
と う じ

は、体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

に参加
さ ん か

できないことが、

普通
ふ つ う

だと思
おも

っていたんですが、みんなと

一緒
いっしょ

にやりたいと言
い

えば良
よ

かったんです

か？ 

西尾
に し お

：30年
ねん

ぐらい前
まえ

は難
むずか

しかった地域
ち い き

もあると

思
おも

います。今
いま

は合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

の考
かんが

え方
かた

がある

からね。でも場合
ば あ い

によっては、今
いま

でも止
と

め

られることもあると思
おも

います。いろんなや

り方
かた

があるんだからいろいろ考
かんが

えてやれ

たらいいよね。 

山下
やました

：当時
と う じ

、もう少
すこ

し工夫
く ふ う

してもらって、体育
たいいく

も

参加
さ ん か

出来
で き

たら良
よ

かったです。それでは、次
つぎ

の質問
しつもん

ですが、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の 3年
ねん

後
ご

の見
み

直
なお

しで、要望
ようぼう

していることはあります

か？ 

西尾
に し お

：まずは事
じ

業者
ぎょうしゃ

の合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

の義務化
ぎ む か

ですね。

また差別
さ べ つ

をもっと明確化
め い かく か

するということ。

差別的
さ べ つて き

取
とり

扱
あつか

いというのをもう少
すこ

し広
ひろ

げて、

今
いま

は「あなたは来
き

たらダメです。」「あなた

は利用
り よ う

させません。」という、直接的
ちょくせつてき

な差別
さ べ つ

だけではなく「車
くるま

で来
く

るのはお断
ことわ

りしてい

ます。」そういう間接
かんせつ

差別
さ べ つ

、関連
かんれん

差別
さ べ つ

も対象
たいしょう

とするとか。 

山下
やました

：昔
むかし

より差別
さ べ つ

が見
み

えにくくなってきていると

いうことをよく聞
き

きます。でも、差別
さ べ つ

は、



まだまだあると思
おも

います。他
ほか

に要望
ようぼう

してい

ることはありますか？ 

西尾
に し お

：合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

義務
ぎ む

を事
じ

業者
ぎょうしゃ

まで広
ひろ

げ

てほしい、差別
さ べ つ

の定義
て い ぎ

っていうのをもっと

はっきりしてほしい。その他
た

では行政
ぎょうせい

は縦
たて

割
わ

りになっているから、どこの 省 庁
しょうちょう

の

担当
たんとう

かがはっきりしてない場合
ば あ い

もありま

す。これをちゃんと解決
かいけつ

できるように。

改正
かいせい

の要望
ようぼう

として D P I
でぃーぴーあい

からも要望
ようぼう

して

います。条例
じょうれい

があるところには、分野
ぶ ん や

別
べつ

に

分
わ

かれていますが、法律
ほうりつ

には分野
ぶ ん や

別
べつ

にはな

っていないので分野
ぶ ん や

別
べつ

にしてほしいとい

うことも、要望
ようぼう

しています。一番
いちばん

は合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

義務
ぎ む

をどうするかとかかなぁ。

国
くに

の方
ほう

でも出
で

来
き

たら各都道府県
か く と ど う ふ け ん

も変
か

わっ

てくるだろうと思
おも

っています。 

 

～周
まわ

りは当事者
と う じ し ゃ

の声
こえ

を聞
き

かないといけない 

当事者
と う じ し ゃ

もちゃんと伝
つた

えないと～ 

山下
やました

：国
くに

に先
さき

駆
が

けて合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

義務
ぎ む

につい

て、大阪府
お お さか ふ

がやるということはないんです

か？ 

西尾
に し お

：今年
こ と し

大阪府
お お さか ふ

の差別
さ べ つ

解消
かいしょう

条例
じょうれい

も見
み

直
なお

しの

議論
ぎ ろ ん

を 行
おこな

っています。事
じ

業者
ぎょうしゃ

の合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

の義務化
ぎ む か

については、強
つよ

く要望
ようぼう

してい

るところです。また、部局
ぶきょく

をまたがった

課題
か だ い

となると、前
まえ

に進
すす

みにくくなったりす

ることも、この間
かん

法律
ほうりつ

・条例
じょうれい

が施行
し こ う

されて

からの事例
じ れ い

をみていて感
かん

じます。それを

解消
かいしょう

できるように改正
かいせい

できたらいいので

すが。差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

・差別
さ べ つ

解消
かいしょう

条例
じょうれい

という

のは「実際
じっさい

に使
つか

っていくことで効果
こ う か

が出
で

る」ものと感
かん

じています。その中
なか

で色
いろ

々
いろ

な

改善
かいぜん

をさせていくべきと思
おも

います。 

山下
やました

：合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

を義務化
ぎ む か

している都道府県
と ど う ふ け ん

はあ

りますか？ 

西尾
に し お

：差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

ができた時
とき

に合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

につい

て国
くに

等
など

は「義務
ぎ む

」、事
じ

業者
ぎょうしゃ

は「努力
どりょく

義務
ぎ む

」と

されました。それまではそういう発想
はっそう

がな

かったから、それ以前
い ぜ ん

にできた条例
じょうれい

では

「努力
どりょく

義務
ぎ む

」というのはありません。また

法律
ほうりつ

制
せい

定
てい

以降
い こ う

で出
で

来
き

た条例
じょうれい

も、東京
とうきょう

都
と

であ

るとか茨木市
い ば らき し

、滋賀県
し が け ん

は事
じ

業者
ぎょうしゃ

も義務化
ぎ む か

に

しています。義務化
ぎ む か

にしたって過重
かじゅう

な負担
ふ た ん

があれば出
で

来
き

ないんだから、義務化
ぎ む か

でいい

ではないか、という話
はなし

。大阪府
お お さか ふ

の条例
じょうれい

改正
かいせい

に向
む

けての議論
ぎ ろ ん

の中
なか

では「義務化
ぎ む か

してる

自治体
じ ち た い

はどういうメリットがあるのか」な

どの話
はなし

も出
で

ます。この辺
へん

は条例
じょうれい

を変
か

えたく

ない人
ひと

の理屈
り く つ

のような気
き

もしますが、それ

は置
お

いておくとして、全体的
ぜんたいてき

にみんながこ

の法律
ほうりつ

とか条例
じょうれい

をもっと使
つか

う、もっと利用
り よ う

する必要
ひつよう

があるように思
おも

います。そういう

ところを当事者
と う じし ゃ

団体
だんたい

としてやっていかない

といけないところかなと思
おも

っています。 

山下
やました

：大阪府
お お さか ふ

や大阪市
お お さか し

で今
いま

問題
もんだい

になっていること

はありますか？ 

西尾
に し お

：教育
きょういく

のことにもどしますが、大阪市
お お さか し

では

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な児童
じ ど う

生徒
せ い と

に対
たい

して、他
ほか

の子
こ

と同
おな

じように、ペースト 食
しょく

の給 食
きゅうしょく

提供
ていきょう

が他
ほか

の子
こ

と同
おな

じようには保障
ほしょう

されて

いないことです。加工
か こ う

する人
ひと

は配置
は い ち

される

ようになっていますが、非常
ひじょう

に不安定
ふ あ んて い

な

制度
せ い ど

の中
なか

で、保護者
ほ ご し ゃ

が行
い

かないといけない

場合
ば あ い

もあります。 

鶴羽
つ る は

：交渉
こうしょう

で言
い

われていたことですね。 

西尾
に し お

：あと大阪市
お お さか し

では看護師
か ん ご し

の配置
は い ち

の問題
もんだい

で、

今年
こ と し

4月
がつ

当初
とうしょ

急
きゅう

に看護師
か ん ご し

が足
た

らないとい

う連絡
れんらく

が学校
がっこう

に入
い

り、右往左往
う お う さ お う

してしまっ

た結果
け っ か

、不安
ふ あ ん

になった本人
ほんにん

・保護者
ほ ご し ゃ

が出
で

た

ということがありました。普通
ふ つ う

に学校
がっこう

に行
い

くだけやのに、なんでそういう思
おも

いをせな



アカンのか。さっき話
はな

ししたプールの問題
もんだい

もそうなんやけど、府立
ふ り つ

高校
こうこう

の修学
しゅうがく

旅行
りょこう

の

問題
もんだい

、この間
かん

上
う

手
ま

くいってる試
ため

しがない。

小学校
しょうがっこう

や中学校
ちゅうがっこう

は市
し

教委
きょうい

が対応
たいおう

するんだ

けど、高校
こうこう

はそれぞれの学校
がっこう

が対応
たいおう

すると

なってるから、高校
こうこう

の力量
りきりょう

によって全然
ぜんぜん

違
ちが

うんです。それこそ、昔
むかし

から共
とも

に学
まな

ぶって

いうことをやっている高校
こうこう

は何
なに

も言
い

わな

くても、すごくやっています。 

山下
やました

：対応
たいおう

が後手
ご て

後手
ご て

になっている学校
がっこう

もありま

すか？ 

西尾
に し お

：ありますね。例
たと

えば、高校
こうこう

では修学
しゅうがく

旅行
りょこう

の

3 か月
げつ

前
まえ

ぐらいに「ここの行程
こうてい

は一緒
いっしょ

に行
い

けません。」と言
い

われることが結構
けっこう

あって。

僕
ぼく

らが言
い

っているのは「各学校
かくがっこう

には蓄積
ちくせき

が

ないから、府
ふ

教委
きょうい

がもっと見
み

通
とお

しをもって

イニシアチブ（主導権
しゅどうけん

）とっていかなアカ

ン」と言
い

っているんだけど。義務
ぎ む

教育
きょういく

では

ないということも理由
り ゆ う

なのか、まだ充分
じゅうぶん

に

やらせていないです。 

交渉
こうしょう

で発言
はつげん

する西尾
に し お

さん 

（手前
て ま え

：障
しょう

大連
だいれん

議長
ぎちょう

 古田朋也
ふ る た と も や

さん） 

 

～誰
だれ

が望
のぞ

んでいる教育
きょういく

かを考
かんが

えるべき～ 

山下
やました

：いろいろお伺
うかが

いしてきましたが、最後
さ い ご

の

質問
しつもん

をさせてください。前回
ぜんかい

、尾上
おのうえ

さんに

もお聞
き

きしたんですが、西尾
に し お

さんは、なぜ

インクルーシブ教育
きょういく

は必要
ひつよう

だと思
おも

います

か？ 

西尾
に し お

：障害
しょうがい

があってもなくても地域
ち い き

で一人
ひ と り

の

住民
じゅうみん

として分
わ

け隔
へだ

てることなく、生活
せいかつ

して

いくような人生
じんせい

が必要
ひつよう

なんじゃないかと

考
かんが

えた場合
ば あ い

、教育
きょういく

の段階
だんかい

で分
わ

けるってい

うのは社会
しゃかい

の中
なか

から分
わ

けるということに

なってしまっていると思
おも

います。だから、

教育
きょういく

の段階
だんかい

から、一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

していくとい

うことを形
かたち

にしていく方
ほう

が良
い

いなと。共
とも

に

生
い

きる社会
しゃかい

を作
つく

っていくということに

直結
ちょっけつ

するんじゃないかなと。教育
きょういく

の時
とき

か

らそれを進
すす

めるようになればいいなと。

山下
やました

くんは、この取材
しゅざい

の打
うち

合
あわ

せの時
とき

に言
い

っ

てたけど、高校
こうこう

の時
とき

が一番
いちばん

楽
たの

しかったと言
い

ってたけど、小学校
しょうがっこう

や中学校
ちゅうがっこう

の時
とき

は楽
たの

し

くなかったの？ 

山下
やました

：入院
にゅういん

もしてたので、勉強
べんきょう

がついていけな

かったり、友達
ともだち

ができなかったり、先
さき

ほど

お話
はなし

させてもらいましたが、休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

も

介助員
かいじょいん

がずっと隣
となり

にいてたので、他
ほか

の子
こ

ど

もが近
ちか

寄
よ

ってくれませんでした。でも、

高校
こうこう

になると介助員
かいじょいん

もいなくなって、体育
たいいく

も自分
じ ぶ ん

たちで考
かんが

えてたし自由
じ ゆ う

に移動
い ど う

でき

てたので楽
たの

しかったです。 

西尾
に し お

：結局
けっきょく

、入院
にゅういん

とかで長期
ちょうき

抜
ぬ

けたら友達
ともだち

って

いう感
かん

じになりにくかったんかな？家
いえ

の

近所
きんじょ

に友達
ともだち

はいなかったん？ 

山下
やました

：校区外
こ う くが い

に通
かよ

ってたんで、通
かよ

っていた学校
がっこう

の

子
こ

が遊
あそ

びに来
き

てくれることもなかったし、

僕
ぼく

も親
おや

の都合
つ ご う

で自由
じ ゆ う

に外
そと

に出
で

れなかった

ので。 

西尾
に し お

：校
こう

区内
く な い

で受
う

け入
い

れられなかったってこと？ 

山下
やました

：はい。そうなんですよ。学校
がっこう

に直接
ちょくせつ

聞
き

いた

わけじゃないですけど、親
おや

が言
い

っていたの

は、設備
せ つ び

がなかったり、人材
じんざい

がいなかった

りするからダメなんやで。と聞
き

きました。 

西尾
に し お

：一人
ひ と り

校区外
こ う くが い

から学校
がっこう

に来
き

て、近所
きんじょ

に友達
ともだち

が



出
で

来
き

なかったり、入院
にゅういん

とかしていてそれも

あって勉強
べんきょう

もついていけなかったり。今
いま

も

そういうことがあるんだろうと思
おも

います。

大阪市
お お さか し

やったら今
いま

は選択制
せんたくせい

なので、強制的
きょうせいてき

な校区外
こ う くが い

というのはないかもしれないけ

ど、入退院
にゅうたいいん

を繰
く

り返
かえ

したりはありますよね。

あと介助員
かいじょいん

がいたりすると友達
ともだち

同士
ど う し

の

関係
かんけい

が作
つく

れなかったりとか。近
ちか

頃
ごろ

当事者
と う じし ゃ

の

話
はなし

を聞
き

くと、インクルーシブ教育
きょういく

は大切
たいせつ

なんだけども、色々
いろいろ

としんどいことがあっ

た。楽
たの

しかったのは実
じつ

は支援
し え ん

学校
がっこう

の高等部
こ う とう ぶ

だった、などのことを聞
き

きます。何
なに

かそれ

を言
い

ってはいけない雰囲気
ふ ん い き

があるのか

な？。 

山下
やました

：確
たし

かに、僕
ぼく

も支援
し え ん

学校
がっこう

が一番
いちばん

楽
たの

しかったと

言
い

えるようになったのは、最近
さいきん

になってか

らです。総決起
そ う けっ き

集会
しゅうかい

の時
とき

に「支援
し え ん

学校
がっこう

を作
つく

るな！」とシュプレヒコールするけど、

実際
じっさい

楽
たの

しかったのは支援
し え ん

学校
がっこう

時代
じ だ い

やけど

ねと思
おも

いながら。 

西尾
に し お

：楽
たの

しかったら楽
たの

しかったって言
い

えばいいし、

自分
じ ぶ ん

の率直
そっちょく

な感想
かんそう

や経験
けいけん

まで否定
ひ て い

する

必要
ひつよう

はないと思
おも

います。 

山下
やました

：他
ほか

の方
かた

からも同
おな

じような声
こえ

を聞
き

いたことが

ありますか？ 

西尾
に し お

：たくさん聞
き

いたことがあります。「インク

ルーシブ教育
きょういく

は良
い

いんですけど、支援
し え ん

学校
がっこう

は必要
ひつよう

です。」という人
ひと

はいますね。 

山下
やました

：僕
ぼく

だけではなかったんですね。 

西尾
に し お

：自分
じ ぶ ん

の体験
たいけん

の中
なか

で傷
きず

を負
お

ってしまったとこ

ろがあるからそう考
かんが

えてしまうんだけど、

本来
ほんらい

は支援
し え ん

学校
がっこう

でしか、楽
たの

しいと感
かん

じれな

かったことが問題
もんだい

かなぁ。 

山下
やました

：確
たし

かに改
あらた

めて考
かんが

えると、僕
ぼく

の場合
ば あ い

は支援
し え ん

学校
がっこう

が楽
たの

しかったと言
い

いましたが、支援
し え ん

学校
がっこう

でしか充実感
じゅうじつかん

を感
かん

じれないのは残念
ざんねん

ですね。 

西尾
に し お

：インクルーシブ教育
きょういく

、共
とも

に学
まな

ぶ教育
きょういく

の中
なか

で、

一緒
いっしょ

にはいるけど、介助員
かいじょいん

がいることで

友達
ともだち

関係
かんけい

が作
つく

りにくいなどはあると思
おも

い

ます。その子
こ

がすごくたくましく生
い

きた

場合
ば あ い

は、楽
たの

しかったと思
おも

うんだろうけど、

もし、そうでなければものすごくしんどい

と思
おも

います。 

山下
やました

：介助
かいじょ

という意味
い み

では介助員
かいじょいん

の支援
し え ん

は必要
ひつよう

で

すが、障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

と介助員
かいじょいん

との話
はな

し合
あ

いも

必要
ひつよう

ですね。この部分
ぶ ぶ ん

は介助員
かいじょいん

に手伝
て つ だ

って

もらう。この部分
ぶ ぶ ん

は友達
ともだち

に手伝
て つ だ

ってほしい

と役割
やくわり

分担
ぶんたん

ができるといいですね。 

西尾
に し お

：そうやね。周
まわ

りの子
こ

と関
かん

係
けい

づくりはとても

大切
たいせつ

ですよね。誰
だれ

が望
のぞ

んでいる教育
きょういく

なのか

学校
がっこう

なのかを考
かんが

えないといけないと思
おも

い

ます。それを丁寧
ていねい

に聞
き

き取
と

ることはまだま

だ充分
じゅうぶん

にできていないのではと思
おも

います。

これは当事者
と う じし ゃ

団体
だんたい

としても、肝
きも

に命
めい

じて

活動
かつどう

する必要
ひつよう

があると考
かんが

えています。 

山下
やました

：今日
き ょ う

は大阪府
お お さか ふ

や大阪市
お お さか し

の教育
きょういく

のことについ

てお話
はなし

を伺
うかが

ってきました。まだまだ、課題
か だ い

はありそうですが、当事者
と う じし ゃ

が声
こえ

を上
あ

げて、

教育
きょういく

委員会
い い んか い

や学校
がっこう

現場
げ ん ば

の人
ひと

にわかってもら

うことが大切
たいせつ

だなと思
おも

いました。長時間
ちょうじかん

あ

りがとうございました。 

西尾
に し お

：ありがとうございました。 

 

 

 

障
しょう

大連
だいれん

スタッフ（ 左
ひだり

から） 

中村
なかむら

香子
きょうこ

さん、西尾元
に し お も と

秀
ひで

さん、細井
ほ そ い

清和
きよかず

さん 



 

 

 

 

 

 

飲食店編
いんしょくてんへん

調
ちょう

 査
さ

 者
しゃ

 ：手動車
しゅどうくるま

いすユーザー1名
めい

 簡易
か ん い

電動車
でんどうくるま

いすユーザー1名
めい

 

調査
ちょうさ

場所
ば し ょ

  ：ぴかいち（ラーメン） 

住
じゅう

  所
しょ

 ：〒546-0042 大阪府
お お さか ふ

大阪市
お お さか し

東住吉区
ひがしすみよしく

西今川
にしいまがわ

2-12-20 

電話番号
でんわばんごう

  ：06-4977-0548 

営業
えいぎょう

時間
じ か ん

 ：午前
ご ぜ ん

11時
じ

30分
ぷん

〜午後
ご ご

14時
じ

 午後
ご ご

17時
じ

～23時
じ

 

定
てい

 休
きゅう

 日
び

 ：水曜日
す い よう び

         座
ざ

   席
せき

 ：13席
せき

 

アクセス  ： 近鉄
きんてつ

南
みなみ

大阪
おおさか

線
せん

今川駅
いまがわえき

から徒歩
と ほ

3分
ふん

 

 

 

ナビスタッフ（電動車
でんどうくるま

いすユーザー）に、 

紹介
しょうかい

してもらいました。ナビの近
ちか

くにお店
みせ

はあります。 

入
い

り口
ぐち

は手動
しゅどう

でスロープが設置
せ っ ち

されています。 

店員
てんいん

さんは、机
つくえ

や椅子
い す

を車
くるま

いすのまま席
せき

に 

着
つ

けるように移動
い ど う

させてくれたり、調味料
ちょうみりょう

を 

手
て

の届
とど

く所
ところ

に置
お

いてくれたり親切
しんせつ

でした。 

 

別
べつ

の日
ひ

には、味噌
み そ

とんかつラーメン

を食
た

べました。ラーメンにとんかつ

が入
はい

ってるというのは新鮮
しんせん

でした。

あっさり味
あじ

でおいしかったです。 

 

みせ  しょう   かい 



 

 

 

自殺
じ さ つ

に傾
かたむ

いた人
ひ と

への支援
し え ん

 講演会
こ う え ん か い

参加
さ ん か

報告
ほ う こ く

 
 

8月
がつ

29日
にち

（木
もく

）にこころの健康
けんこう

センターで行
おこな

われた「自殺
じ さ つ

に傾
かたむ

いた人
ひと

への支援
し え ん

」というテーマで傾聴
けいちょう

と危機
き き

介入
かいにゅう

について、認定
にんてい

N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

国際
こくさい

ビフレンダーズ大阪
おおさか

自殺
じ さ つ

防止
ぼ う し

センター理事長
り じ ちょ う

の北条
ほうじょう

達人
たつひと

さ

んの講演会
こうえんかい

を聴
き

きに行
い

ってきました。 

現在
げんざい

の日本
に ほ ん

における自殺
じ さ つ

の現状
げんじょう

として、2018年
ねん

の自殺者数
じさつしゃすう

はその前
まえ

の年
とし

よりも 723人
にん

少
すく

ない 2万
まん

598

人
にん

（およそ 3.4 ％
ぱーせんと

減
げん

）で、9年
ねん

連続
れんぞく

で減少
げんしょう

しているとのこと。 

日本
に ほ ん

財団
ざいだん

自殺
じ さ つ

意識
い し き

調査
ちょうさ

2016では 4人
にん

に 1人
にん

が過去
か こ

に本気
ほ ん き

で自殺
じ さ つ

を考
かんが

えたことがある、5人
にん

に 1人
り

は身近
み ぢ か

な

人
ひと

を自殺
じ さ つ

で亡
な

くしているそうです。その原因
げんいん

は 4 つ以上
いじょう

あると言
い

われており、いろんな問題
もんだい

が重
かさ

なり、

どうしようもないと追
お

い詰
つ

められ、自殺
じ さ つ

にいたるそうです。 

また今回
こんかい

とても興
きょう

味
み

深
ふか

かったのは「じさつ」にもさまざまな表現
ひょうげん

の仕方
し か た

があることです。 

「希死念慮
き し ね ん り ょ

」「自殺念慮
じさつねんりょ

」「自殺
じ さ つ

願望
がんぼう

」「自殺
じ さ つ

企図
き と

」「自殺
じ さ つ

未遂
み す い

」「自殺
じ さ つ

既遂
き す い

」あとの言葉
こ と ば

になるにつれて自殺
じ さ つ

の危険度
き け ん ど

は高
たか

くなるそうです。「自殺
じ さ つ

未遂
み す い

」と「自殺
じ さ つ

既遂
き す い

」は実際
じっさい

に自殺
じ さ つ

行為
こ う い

を実行
じっこう

した際
さい

の言葉
こ と ば

です。

他
ほか

にも「自害
じ が い

」「自決
じ け つ

」「自尽
じ じ ん

」「自刃
じ じ ん

」「自栽
じ さ い

」の表現
ひょうげん

もあります。 

自殺
じ さ つ

で身内
み う ち

を亡
な

くした遺族
い ぞ く

から「自殺
じ さ つ

＝身勝手
み が っ て

だという偏
かたよ

ったイメージがある。「殺
さつ

」に負
ふ

のイメー

ジがある」ということで「自殺
じ さ つ

」ではなく「自死
じ し

」という言葉
こ と ば

を使
つか

うこともあるが、実際
じっさい

に自殺
じ さ つ

をしよ

うとした当事者
と う じし ゃ

からは「自死
じ し

」という言葉
こ と ば

は軽
かる

い。自分
じ ぶ ん

が味
あじ

わった苦
くる

しみは「自死
じ し

」以上
いじょう

だから「自殺
じ さ つ

」

と言
い

ってほしいという意見
い け ん

もある。人
ひと

によって使
つか

い分
わ

けが必要
ひつよう

であるということが、とても興
きょう

味
み

深
ふか

か

ったです。また自殺
じ さ つ

願望
がんぼう

がある人
ひと

は「死
し

にたい」という表現
ひょうげん

だけとは限
かぎ

らない。「お父
とう

さんに会
あ

いたい」

など直接的
ちょくせつてき

な表現
ひょうげん

を使
つか

わない人
ひと

もいるとのことです。 

 

自殺
じ さ つ

を考
かんが

える人
ひと

に対
たい

し「辛
つら

い人
ひと

はもっとたくさんいる」「あなただけが辛
つら

いんじゃない」という言葉
こ と ば

を言
い

いがちだけど、これはタブーです。というのも、当事者
と う じし ゃ

の方
かた

々
がた

は「命
いのち

を大切
たいせつ

に思
おも

うからこそ生
い

き

ていけない」という方
かた

も多
おお

く、死
し

を望
のぞ

んでいるのではなく、今
いま

生
い

きることが辛
つら

かったり、現実
げんじつ

が苦
くる

しす

ぎること。死
し

んだ方
ほう

が楽
らく

だと考
かんが

えてしまう。もっと上
うま

手
く

く生
い

きたいのに理想
り そ う

の生
い

き方
かた

ができない苦
くる

し

さや、生
い

きてる意味
い み

が見
み

つからない等
など

、どうしても生
い

きることがしんどくなって「自殺
じ さ つ

」を考
かんが

えてし

まうとの話
はなし

で、聞
き

いていてとても辛
つら

く悲
かな

しい気
き

持
も

ちになりました。 

もし身
み

近
ぢか

に本気
ほ ん き

で悩
なや

んでる人
ひと

がいたらどうしたらいいか。悩
なや

みを聴
き

くのは専門家
せ ん もん か

じゃなくてもいいと

北条
ほうじょう

先生
せんせい

はおっしゃいました。友達
ともだち

として傍
そば

にいることが大切
たいせつ

で、当事者
と う じし ゃ

にとってより近
ちか

い存在
そんざい

であ

ることが大事
だ い じ

だそうです。思
おも

い切
き

って一歩
い っ ぽ

踏
ふ

み込
こ

んで「自殺
じ さ つ

とか考
かんが

えてる？」と聞
き

き出
だ

すこともあり

なんだそうです。その代
か

わり一度
い ち ど

受
う

け止
と

めると決
き

めた以上
いじょう

は最後
さ い ご

まで責任
せきにん

をもって話
はな

しを聞
き

くこと、

上下
じょうげ

関係
かんけい

にならないようにすることが大切
たいせつ

だとのことです。相手
あ い て

の感情
かんじょう

に焦点
しょうてん

を当
あ

てて、悩
なや

みをよく

聴
き

き、誰
だれ

にも言
い

えなかったつらい気
き

持
も

ちをしっかり聴
き

いて批判
ひ は ん

や助言
じょげん

をせずに受
う

け止
と

めることを意識的
い し きて き

に行
おこな

うようにしていけたらなと思
おも

いました。そして誰
だれ

にも言
い

えなかった気
き

持
も

ちを打
う

ち明
あ

けてくれたと

きには自分
じ ぶ ん

に出
で

来
き

ることで精
せい

いっぱい受
う

け止
や

めていけるようにしていけたらなと思
おも

います。 （東
あずま

）



 

 

 

編集
へ ん し ゅ う

後記
こ う き

 

みなさん、こんにちは。9月
がつ

から始
はじ

まったラグビーワールドカップも南
みなみ

アフリカの優勝
ゆうしょう

で幕
まく

を閉
と

じまし

たね。ラグビーや野球
やきゅう

、マラソンなどの大会
たいかい

を観
み

ていると東京
とうきょう

オリンピック・パラリンピックが近
ちか

づい

ているなと感
かん

じます。先日
せんじつ

、U D
ゆーでぃー

タクシー（ユニバーサルデザインタクシー（車
くるま

いすのまま乗
の

れるタ

クシー））の一斉
いっせい

乗車
じょうしゃ

行動
こうどう

がありました。僕
ぼく

が乗
の

ったＵＤ
ゆーでぃー

タクシーの運転手
うんてんしゅ

さんはスロープの出
だ

し入
い

れ

や接客
せっきゃく

など対応
たいおう

は良
よ

かったです。でも、全国的
ぜんこくてき

にみると、まだまだU D
ゆーでぃー

タクシーの台数
だいすう

は少
すく

なく乗車
じょうしゃ

拒否
き ょ ひ

も、あちこちで起
お

きています。オリンピック・パラリンピックの時
とき

には、いつも以上
いじょう

に多
おお

くの人
ひと

が

ＵＤ
ゆーでぃー

タクシーを必要
ひつよう

とすると思
おも

います。今後
こ ん ご

、台数
だいすう

が増
ふ

えるように、そして利用者
り よ うし ゃ

に対
たい

しての接遇
せつぐう

が良
よ

くなるように改善
かいぜん

してほしいものです。（やました） 

●各団体
かくだんたい

で企
き

画
かく

しているものがあれば、当
とう

センターが発行
はっこう

している機関誌
き か ん し

ナビゲーションに掲載
けいさい

してみ

ませんか？ナビゲーションは 3月
がつ

、7月
がつ

、11月
がつ

に発行
はっこう

しています。掲載
けいさい

する際
さい

、各企画
か く き か く

のお問
と

い合
あ

わせ

は当
とう

センターではなく、直接
ちょくせつ

、各団体
かくだんたい

にお願
ねが

いいたします。当
とう

センターにお問
と

い合
あ

わせいただきまし

ても、お答
こた

えいたしかねますので、ご了 承
りょうしょう

ください。 

●みなさんからのご意見
い け ん

、ご感想
かんそう

をお待
ま

ちしております。記事
き じ

に対
たい

するご感想
かんそう

、日
ひ

ごろ感
かん

じておられる

疑問
ぎ も ん

、こんな情報
じょうほう

を知
し

ってるよなど、なんでも結構
けっこう

ですので下記
か き

の連絡先
れんらくさき

までお寄
よ

せいただければ幸
さいわ

い

です。また、突然
とつぜん

、取材
しゅざい

にお伺
うかが

いさせていただき、ご迷惑
めいわく

をおかけすることがあるかも知
し

れませんが、

その際
さい

には、ご協 力
きょうりょく

のほどよろしくお願
ねが

いいたします。 
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自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・ナビとは… 

☆私
わたし

たちの考
かんが

える「自立
じ り つ

」は… 

働
はたら

いてお金
かね

を稼
かせ

ぐ事
こと

や身
み

の回
まわ

りのことを全部
ぜ ん ぶ

自分
じ ぶ ん

で出来
で き

るようになる事
こと

、それだけが「自立
じ り つ

」でし

ょうか？もちろんそれも大切
たいせつ

なことですが、できない事
こと

は人
ひと

の手
て

を借
か

りたり、気持
き も

ちを上手
う ま

く伝
つた

えら

れないときには仲間
な か ま

にサポートしてもらったりしながら、一人一人
ひ と り ひ と り

の生活
せいかつ

を創
つく

っていくことも「自立
じ り つ

」

であり、色々
いろいろ

な方法
ほうほう

でお手伝
て つ だ

いしていきたいと考
かんが

えています。 

☆地域
ち い き

で障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

を実現
じつげん

していくための「道案内
みちあんない

（ナビゲーター）」として、例
たと

えば「介護
か い ご

してく

れる人
ひと

を探
さが

しているんだけど？」「家
いえ

の中
なか

をもっと使
つか

いやすくしたいけどどうすればいいの？」そし

て「自立
じ り つ

したいけど自分
じ ぶ ん

には無理
む り

かな？」自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・ナビでは、こうした障害者
しょうがいしゃ

や家族
か ぞ く

の悩
なや

みや相談
そうだん

について、障害
しょうがい

を持
も

つピアカウンセラーが同
おな

じ障害者
しょうがいしゃ

の立場
た ち ば

でお話
はなし

を伺
うかが

い、制度
せ い ど

の説明
せつめい

や

申請
しんせい

のお手伝
て つ だ

い、住宅
じゅうたく

改造
かいぞう

などのアドバイスをさせていただきます。その他
ほか

、電動車
でんどうくるま

いすで街
まち

へ出
で

か

けたり仲間
な か ま

と一緒
いっしょ

に料理
りょうり

を作
つく

ったり地域
ち い き

で生活
せいかつ

していく上
うえ

で必要
ひつよう

なことを、楽
たの

しみながら経験
けいけん

できる

「自立
じ り つ

生活
せいかつ

プログラム」や、自立
じ り つ

生活
せいかつ

に関
かか

わる各分野
か く ぶん や

の方々
かたがた

をお招
まね

きしてお話
はなし

を伺
うかが

う「自立
じ り つ

生活
せいかつ

セ

ミナー」の開催
かいさい

、情報誌
じょうほうし

「ナビゲーション」の発行
はっこう

も行
おこな

っています。 
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発行
は っ こ う

 自立
じ り つ

生活
せ い か つ

センター・ナビ          でんわ 06 (6760)2671 

住所
じ ゅ う し ょ

 〒546-0042 大阪市
お お さ か し

東住吉区
ひ が し す み よ し く

西今川
に し い ま が わ

2-3-8  ファックス 06 (6760)2672 

 


